





































 1 ．幕末期の尾州廻船の活動と上方 
 （ 1 ）内田佐七家住吉丸の場合 
 　内海東端内田佐七家の手船住吉丸の
1857年（安政 4 年） 9 月から1862年（文
久 2 年） 8 月までの動きをまとめたのが










れる （ 3） 。しかし、【表 1】の積荷の量な
どからもう少し大型の船であった可能性も
ある。1873年（明治 6 年）の「一色邨よ





































































る「津々浦々商法記」 （ 5） には、次のような
記載がある。 










































は平均すると 1 年に 4～ 5 回の航海を行
い、大半が関東方面への航海であり、上方
への航海は 1 年に 1 回、年によってはまっ
たく上方へは向かわないということもあっ
た。 












3 年）も 9 月の航海は儀三郎が、その他
の航海は弥太郎が船頭をつとめていた。 
 　【表 2】からは、瀧田家の他の船や他の
年次と同様、 3・ 5・ 6・10月は伊勢湾
































 2 ．尾州廻船と大坂 




























































































































































































































文化 6 年 摂津大坂
平野屋太兵衛・利兵衛に対し、名古屋運賃綿について正金半分・米札半分では不
承知、名古屋両問屋河岸改運賃は正金に限定と通知
文化 8 年 摂津大坂 大坂川口水尾棹川入賃（出船時）200文
文政 2 年 摂津大坂 諸荷物為替金、銀高に 3 分宛、鉄は 1 束につき金 1 分





文政 6 年 摂津大坂
平野屋太兵衛より手代甚八来訪、送り荷物目欠・濡れなどの取締を依頼→下側の
船と評定の上掟再決定








文政 8 年 摂津大坂
大坂嶋屋佐右衛門方へ、内海を名乗り阿波藤吉船入船、運賃荷物積入、今後心得
違いなきよう書状を出す








文政 9 年 摂津大坂
大坂での蔵米積入の際、米質にばらつきがあり俵の扱いの良し悪しもあり、尾張
船は俵の扱いが悪いとの評判、船に荷物の取扱ほかを徹底
文政 9 年 摂津大坂
大坂運賃荷物、入船順に仕立、為替付の場合は先に入船した船と相談して見計ら
い、荷主から船へ分割して積む場合は順番は不問
文政 9 年 摂津大坂
紙屑の運賃荷物の運賃を勝手に引き下げることは禁止、空船で塩場へ行き紙屑を
積み入れる場合は先着の船と相談しその時の見計らい
文政 9 年 摂津大坂
塩飽屋清兵衛から分家のため人手不足との相談→川入はこれまでどおり塩飽屋が
出張して差図、荷役は人手が不足ならばその時に船頭と相談













天保 2 年 摂津大坂
嶋屋佐右衛門・升屋卯兵衛への書状控：富田利八附属荷物64匁割にては不引合の
ため今後仲間一統積方断り
天保 2 年 摂津大坂 蝋運賃見送り
天保 2 年 摂津大坂 大坂菱垣荷積頼みの事（評議結果不明）
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天保 4 年 摂津大坂 大坂伊丹屋重郎右衛門・住吉御師よりの要請につき住吉様家根替に各 1 両寄進
天保 4 年 摂津大坂 大坂番取はこれまで前垂島だったところ三番に決定
天保 4 年 摂津大坂 大口川口九左衛門付大坂下り荷物運賃不渡りにつき積入断り、升屋・島屋へ通知
天保 4 年 摂津大坂
東端与八船大坂運賃綿抜積につき仲間帳外にすべきところ久村兵四郎ほか仲裁に
て大坂下り荷物買積・運賃積 1 年停止
天保 4 年 摂津大坂
升屋卯兵衛・嶋屋佐右衛門への書状控：大口川口九左衛門一件、綿積船順番、与
八船一件
天保 5 年 摂津大坂 東端与八船大坂積出荷物差止解除
天保 5 年 摂津大坂
大坂両問屋より大坂堂島米買口要請、天保 3 年兵庫表での買入禁止のところ船手
不都合のため当会合にて先年とおり買入先自由と決定
天保 6 年 摂津大坂 塩飽屋清兵衛川口普請のため300匁手伝い仰付→評議の上銀200匁遣すと決定
天保 7 年 摂津大坂 塩飽屋清兵衛よりの書状写：川浚え冥加金受取
天保 7 年 摂津大坂
升屋卯兵衛・嶋屋佐右衛門よりの書状写：喜八が喜兵衛と改名し別宅、雑穀引合、
返答書案あり、下関川崎屋孫右衛門・大紺屋貞兵衛への書状同送





天保11年 摂津兵庫 渡海屋善左衛門客廻りに来訪、酒切手 1 斗





嘉永元年 摂津大坂 塩飽屋清兵衛家普請のため 2 分ずつ借用願→船手不引合の時節柄につき断り






嘉永 3 年 摂津兵庫 柴屋作兵衛より酒料100疋、白子久住五左衛門よりの添状にて取引依頼
嘉永 4 年 摂津兵庫 柴屋作兵衛より金100疋
嘉永 5 年 摂津兵庫 柴屋伊左衛門より金100疋
嘉永 5 年 摂津兵庫
車屋五兵衛よりの書状写：和田岬篝火常灯設置につき指示願→参会後到着のため
評議せず
嘉永 5 年 摂津大坂 塩飽屋清兵衛への書状控：合力断り
嘉永 6 年 摂津兵庫 柴屋伊左衛門より金100疋
嘉永 6 年 摂津兵庫 車屋五兵衛よりの書状写：和田岬常夜灯普請取掛につき助力願
安政元年 摂津兵庫 柴屋伊左衛門より金 1 分
安政 2 年 摂津大坂
嶋屋差右衛門・升屋卯兵衛への書状控：為替付運賃積荷物の為替手形に荷物員数
記入しては不都合のため手形書式統一依頼
安政 3 年 摂津大坂 升屋栄助より金100疋
安政 3 年 摂津兵庫 柴屋伊左衛門より卯年分金100疋
安政 4 年 摂津兵庫 柴屋伊左衛門より金100疋
安政 4 年 摂津大坂 升屋栄助より金100疋
安政 6 年 摂津神戸 升屋新八郎より金100疋
安政 6 年 摂津兵庫 柴屋伊左衛門より午年分金100疋


































































































 3 ．尾州廻船と兵庫 



























 （18） と「口銭高書上目録控」 （19） がある。前
者は1771年（明和 8 年）12月から 1 年分
の口銭、後者は1773年（安永 2 年）12月













































































































































































































されている （26） 。 




















































































































































































































































































































て、 1 か国から 8 艘 1 航海のみの営業を
認めることとなったのである。 






























 　先にみた1808年（文化 5 年）の穀物仲
買の定でも次のような一条がある。 




































衛門の 8 名である。 


































































































































で降している （37） 。また、1852年（嘉永 5 年）
作成の「船手調法記」 （38） は、本稿でも扱っ






 　岡本屋文書の中に、1869年（明治 2 年）・
1870年（明治 3 年）・1872年（明治 5 年）・
1877年（明治10年）・1882年（明治15年）
の 5 冊の「客船当座帳」が含まれている （42） 。
年代の古い 3 点は連続していて、この 3
点で1869年（明治 2 年） 1 月から1873年
（明治 6 年） 6 月までの客船を追うことが
できる。 
 　1869年（明治 2 年）1 月から1873年（明















船拠点 船主 船名 船主・船頭 特記事項
大野 大黒屋勝次郎
多屋











































































表 5　岡本屋の客船一覧（明治 2 年 1 月～明治 6 年 6 月）









































































































































































大泊 松次郎 永通丸 大岩仙太郎








































































































































































































































磁石 6 面を 8 両余で購入し、 5 月26日に
内海の保吉丸為助船に積み入れている。 






































 4 ．湊としての「大坂湾」 

























 （47） 。 


















































































































































































































































































































































取引相手場所 取引相手 積荷 備考






























































大和屋与三郎 もぐさ 2 箇 江戸人形町 近江屋半助



























る （59） 。 
























































































 （ 4）東端戎講文書・冊142（南知多町所蔵）。 












 （ 9）中村家文書家23。 



















 （15）日比平七家文書 1  ― 395 ― 1（南知多
町所蔵）。 
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